
・審査申出人の適格
・提出期限
・審査申出書記載事項の不備

○書面審理

※必要に応じて繰り返します。

○口頭による意見陳述（注１）

○口頭審理（注２）

○実地調査

審　査　申　出　の　流　れ

全部又は一部の認容
の決定があった場合

審査の決定に不服が
ある場合

出　　　　席

出　　　　席 出　　　　席

立　　　　会

審査の決定

委員会が必要と認めた場合に実施し
ます。

審査申出人の求めにより、又は委員
会の職権で実施します。

・反論書の写しを市長に送付し、
再弁明がある場合は、再弁明書の
提出を求めます。

書面によって主張、争点、事実関係
等を明らかにします。

実質審査

・申出書の副本を市長に送付し、
弁明書の提出を求めます。

・弁明書の副本を審査申出人に送
付し、反論がある場合は、反論書
の提出を求めます。

審査申出人 固定資産評価審査委員会 評価庁（市長）

受理

形式審査
審査申出書

却下(不受理)

審査申出人の求めにより実施しま
す。

弁　明　書

反　論　書

注１ 審査申出書及び反論書ではその意見陳述に不足や錯誤がある場合などに、審査申出人が委員に対し
て追加的または新たな内容を口頭で意見陳述することです。

却下 棄却 全部又は一部の認容

注２ 審査申出人及び市長の出席を求め、双方が質問、応答して争点を整理する手続きです。

取消訴訟の提起

決定があったことを
知った日から６月以内

登録価格の修正

決定の通知を受けた日
から１０日以内

通知 通知 

通知 


